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せきぐち

春
はる
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じろう

 

関口春次郎（1900 年～1978 年）は、

今の大平町榎本
えのもと

に生まれました。東北

大学で本
ほん

多光太郎
だこうたろう

博士
はかせ

（世界的な学者）

に学び、金ぞく 材 料
ざいりょう

の分野ですばら

しい発明をしました。1940 年に工学

博士となり 1941 年には名古屋
な ご や

大学

教 授
きょうじゅ

となり研究に打ち込みました。 

             1963 年には、日本学士院
がくしいん

賞
しょう

を受け   

             ました。 

 

 


